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   Two cases of carcinoma in u diverticulum of the bladder were experienced. 
   The first case was of a 50-year-old male who presented in February, 1981, complaining of asymp-
tomatic microhematuria. The excretory urogram revealed a diverticulum in the left lateral aspect 
of the bladder which was causing shift of the lower ureter to the median side. The cytology 
report of voided urine was class III. Diverticulectomy was performed and pathologic findings was 
a transitional cell carcinoma, grade I, stage 0. The patient has been free of recurrence for the 
past 54 months. 
   The second case was of a 67-year-old male with the chief complaint of pollakiuria. Non-papillary 
tumor in a diverticulum of the bladder was found by cystoscopy and computed tomography. 
Tumor biopsy and urinary diversion by ileal conduit were performed in the usual manner. The 
pathologic finding was transitional cell carcinoma of grade II malignancy. The patient died of 
intestinal obstruction on January, 19, 1984, about 15 months after the surgery. The 117 cases of 
carcinoma in a diverticulum of the bladder we found in the Japanese literature are reviewed briefly.









症 例1:50歳,男 性,会 社 員
主 訴:肉 眼 的 血 尿
既往 歴:1966年 薬 物 シ ョッ ク(ペ ニ シ リン)
1971年慢 性 前 立腺 炎
家族 歴 ・特 記 す べ き こ とな し
現病 歴11980年11月29日よ り肉 眼 的血 尿 お よび 排 尿
痛 を 自覚 して いた が翌1981年2月に な って は じめ て 当
科 に受 診 した.
入 院 時 現 症:体 格 中 等度,栄 養 良 好,血 圧 正 常,脈
拍 は整 で あ るが54分とやや 徐脈 で あ った.胸,腹 部 聴
打 診上 異 常 を 認 め ず.前 立腺,陰 茎,副 睾 丸 に も異 常
を 認 め なか った 。 ま た表 在 リ ン パ節 も触 知 しな か っ
た.
入 院時 検 査 所 見=
一般 血 液 検 査:WBC4 ,800/mm3,RBC469×104/
mm3,Hbi4.9g/dl,Ht40.9%,血小 板 正2・8×10A/
mm3,出血 時 間3分,ESR.8mm/1hr.









尿 一般 細 菌 培 養:陰 性
尿 細胞 診=class皿
IVP所 見:膀 胱 の左 側 に 約3cm×2cmの 卵 形 の
憩 室 が み られ,左 下 部 尿管 は 正 中 側 に 偏 位 し て い た
(Fig.1).
膀 胱 鏡所 見:膀 胱 の 左側 三 角 部 に 憩室 を認 め た.憩



























認めず.前 立腺中等度肥大,弾 性軟,圧 痛 なし,陰





















尿 沈 査:RBC7～8/hpf,wBC多 数lhp£上 皮 細
胞(一).
尿一 般 細 菌 培 養:Psendomonascepacia
尿細 胞 診:class皿
膀 胱 鏡所 見=膀 胱 後三 角 部 に膀 胱 憩室 を認 め,そ の
周 囲 は 全体 的 に 浮 腫 状 で あ った.腫 瘍 ら しき もの は認
め なか った.
膀 胱 造 影 所 見=本 来 の膀 胱 の前 方 に 巨 大 な憩 室 が認
め られ た(Fig.3).































膀 胱 憩 室 腫瘍 は ユ883年にWilliams28)によ り報 告
され た もの が文 献 上 の初 例 といわ れ て い る が比 較 的 稀
な疾 患 で あ り,本 邦 で は,ユ951年の 国 部 ・安 達29)の報
告 に端 を 発 す る.そ の後 森 下 ら1)が1978年に82例を,
河 島 ら13)は1981年G:-94例を 集 計 して い る.そ の後 わ れ
わ れ が 調 べ え た 報告 例 に 自験 例 を加 え る と,117例 と
な る(Table1).





告 者 に よって か な りの 相違 が み られ る が,一 般 的 に 憩
室 内 に腫 瘍 の発 生 す る頻度 は比 較 的 高 い もの の よ うで
あ る.
性 別 に つ い て は,本 邦 報 告lI7例 中 男性95例,女 性
20例と圧 倒 的 に 男 性 に 多 くそ の比 は4.8=1で あ る.
これ に つ い ては 田代 ら37)が述 べ て い る よ うに,男 性 の
場 合 は前 立腺 肥 大 症 に よる二 次 的 な 憩 室形 成 を生 じ易
い とい うこ とが 要 因 とな って い る と考 え られ る.
年 齢 に つ い ては,本 邦 報 告 例 で 記 載 の あ る115例は
25歳か ら85歳にお よび そ の平 均 年 齢 は65.0歳で あ る.
また60～79歳の聞 が78例(67.8%)とそ の 大半 を 占め
て い る 。 外 国 文 献 で の平 均 年 齢 も,Abeshouseand
Goldstein31は57.9歳,Boylanら3E)は61.8歳,Ke-
1aisandMcLeanaa)は64.3歳,Montagueand
Bultuch36)は66.7歳と報 告 してお り,そ の年 齢 分 布
も本 邦 と大 差 な い.一 方,60～79歳の問 に 膀 胱腫 瘍 が
発 生す る頻 度 は,Dcanら39)は46.6%,浜野 ら40)は
Paz 泌尿紀要33巻5号1987年
TableI.117casesofcarcinomainadiverticulmofthebladderinJapaneseliterature.
P虹 鰍告者 年度 性 年令
a)


































































































































































































































































































































































































































57.7%と比較 的 低 い値 とな っ てい る こ とは興 味 深 い.
臨床 症 状 のう ち最 も多 い の は 血 尿 で,Mayerand
Moore41)は,87.5%,Boylanら38)は76.0%,Abe-
shouseandGoldstein31),Knappenbergerら33)は
顕 微鏡 的,肉 眼 的血 尿 の双 方 を あ わ せ る と,そ れ ぞ れ
68.3%,58.8%,またMayoclinic38)の報 告 で は79
0とな って い る.本i邦に お い て も73%が血 尿 を主 訴 と
して い る.他 の主 な症 状 と しては,排 尿 困s.o%,
尿混 濁4.5%,尿閉4.5%,頻 尿2.7%,排尿 痛2.7%の
順で あ る(Table2).また,膀 胱 憩 室 に 特 有 な 症 状
と して知 られ て い る二 段 排 尿 が 少 な い 理 由 と して,
Schmitzdz)は憩室 内 が腫 瘍 で充 満 され る た め と述 べ
て い るが,森 下 ら1)が指摘 した よ うに,問 診 の 不 足 も
大 きな理 由 の1つ で あ ろ う.腫 瘍 の発 生 前 あ るい は 初
期 の時点 では,患 者 が二 段 排 尿 に気 ず いて いた こ とが
少 な くな いは ず であ る。
本 癌 の診 断 は,膀 胱 鏡,膀 胱 造 影,CT,尿 細 胞 診
が いずれ も有 用 で あ る.と くに 尿 細 胞 診 はclass皿
以上 を 陽 性 と した 場 合,27例 中18例が 陽性(66。7%)
であ った.し か し,本 症 の術 前診 断 は困 難 であ る こ と
が多 い.術 前 診 断 が 可 能 で あ った のは,Boylanら38)
は80%,Knappenbergerら33)は61%であ った と記 載
してい る が,本 邦 で は107例 中75例(70.1%)であ っ
た.し た が って 膀 胱 造 影,膀 胱鏡 で 憩室 を 認 め,血 尿
を伴 って い る場 合 に は,一 応 憩室 内腫 瘍 の存 在 を 疑 う
必要 が あ る とい え よ う.
治 療 は も っぱ ら手 術 的療 法 に よ る が,Knappen-
bergerら33》は膀 胱 憩 室 摘 除術 を44.4%,膀胱 部 分 切
除術 を22.2%の例 に 行 な い,33.3%の例 が 根 治 術 不 能
であ った と記 載 して お り,KelalisandMcLeanaa)は
膀胱 部分 切 除 術 を47.4%,膀胱 全 摘 除 術 を15.9%の例
に行 な い,21.1%の例 が根 治 手術 不 能 で あ った と記 載
して い る.本 邦 で は,膀 胱 部 分 切 除 術 は38.5%,憩室
摘除術 は29,9%,膀 胱 全 摘 除 術 は8.7%であ り,他 の
保存的 手 術 また は 手術 を施 行 しな か った もの はll.8%
とな って い る(Table3).本症 は,grade,stageと
もに進 行 しやす い こ とか ら,最 近 は膀 胱 全摘 除 術 を推
奨 す る報 告 が 多 い よ うであ るi,22).
本症 の組 織 型 と して は,や は り移 行 上 皮 癌 が63.4%
と最 も多 い が,一 般 に予 後不 良 な 扁平 上 皮 癌 が18。8%
と比較 的 高 頻 度 に 出 て い る こ と は 注 目に値 す る(Ta-
ble5).海外 の 報 告 で もKnappenbergerら33)は
11,i%の例 い,KelalisandMcLeansa)431・6%が
扁 平上 皮 癌 で あ る と述 ぺ て い る・一 般 の膀 胱 腫 瘍 の 扁
平 上皮 癌 の発 生 頻 度 は1・9%～2・743,44》と報 告 され て


























合 併 症 症例数(%)
前 立腺肥大症,膀 胱頸部硬 化症26(60,5)
膀胱 ・憩室内結石









憩 室 摘 除35(29.9)
膀 胱 全 摘
試 験 手 術
10(8,7)
9(7.7)
腫 痛 切 除3(2.5)








組 織 型 症例 数(%)
移 行 上 皮 癌


































もの が,52.0%とmの 膀 胱 腫 瘍 に 比 して高 い数 値34,
53)を示 して い る(Table6).こ の傾 向 は 欧 米 の報 告
にお い て も同 様 でhighgrade腫瘍 の 占 め る割 合 が
43.8～83.3%33・3d,A6)を占め て い る.ま た,組 織 型 と悪
性 度 との 関係 につ い て み る と,浸 潤度 に つ い て は,
10wstageのものが37.3%,highstageのも が62.6
0とhighstage症例 の 占め る割 合 が 圧 倒 的 に 高 い
(Table6).これ は,一 般 の膀 胱腫 瘍 と比 較 して も明
らか な差 が 認 め られ45)診断 時 に はす で に膀 胱 憩 室 腫 瘍
のstageが進 ん で い る こ とを示 して い る.こ れ は。
憩室 の壁 が 菲 薄 なた め に 浸 潤 しや す いす こ と,ま た早
期発 見 が 比 較 的 困難 な こ とか ら と思 わ れ る.ま た組 織
型 と浸 潤 度 との 関係 につ い て み る と,移 行上 皮 癌 で
highstageのものは40例中17例(42.5%),扁平 上 皮
癌 でhighstageのもの は13例中12例(92.3%)であ り,
扁 平 上 皮癌 に お い ては ほ とん ど の症 例 がhighstage
で あ った.
した が って 一般 に予 後 は不 良 で あ る.こ れ は 諸 家 が
述 べ て い る よ うに,憩 室 壁 が 薄 い た め腫 瘍 が 発 生 した
場 合,浸 潤が す み や か で あ る こ と,お よび 早 期 発 見 が
困 難 な ため で あ る と考 え られ る.ま た 当然 なが ら移 行






の早期発見,早期治療を心がけ る ことが肝要 と考え
る.
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